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様式２ 

学校評価シート（自己評価） 

上尾みどりが丘幼稚園 

１、園の教育目標 

『人間性を育てる(心を育てる)』を建学の精神とし、思いやりや親切の情操の柱・やる気や根気の意思

の柱を教育目標とし、日々の保育に取り組みます。 

１． 環境を大切にし、集団生活のルールを身に付けます。 

２． 遊びを大切にします。 

３． 自立心と我慢強さを身に付けます。 

４． やさしさと思いやりの心を育てます。 

５． 挨拶を大切にします。 

６． 情操教育の一環としてプロの演奏家の演奏を聴きます。 

７． 専門の教師により考えられたプログラムで幼児の運動経験を幅広く豊富にさせ、心身のバラン    

スがとれた発達をはかり、健全な心身の基礎を作ります。 

 

２、具体的な目標や計画 

評価項目について、教師全員が理解、把握して自らを振り返り、教育内容、環境の改善、援助の仕方に

取り組む。 

 

３、評価項目の取組及び達成状況 

評価項目 結果

（※） 

結果の理由 

子供の実態を掴み、幼児の主体

的な活動を尊重する。 
Ａ 

各クラスの教師は一人一人の記録をとりながら、実態を

把握し、子どもたちのやる気を促した。 

規則正しい生活習慣を身につけ

られる様に指導する。 
Ａ 

1日の流れの中で基本的な生活習慣をしっかりと身につ

けられるよう促した。 

遊びを通してコミュニケーション

の取り方を学べるようにする。 
A 

教師が子どもたちの関わりを把握することで、コミュニケ

ーションの仕方を教えたり、子供の気持ちを代弁した。 

ティーム保育など、教師間の協

力的な指導を行う。 Ａ 

一人一人の発達の特性に応じた指導を話し合い、共有

した。また、支援巡回を利用して専門家の意見を聞き、

指導に役立てた。 

教育要領、教育課程の実施を共

通理解しながら進める。 
Ａ 

子供の実態、発達を把握しながら、指導計画を訂正し、

振り返りを行った。 

「幼児期の終わりまでに育って

ほしい 10 の姿」を教師間で共通

理解し取り組む 

Ａ 

研修会が対面やリモートで行われるようになり、全学年

を通しての共通理解が深まった。 
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小学校との接続をスムーズにす

る Ａ 

幼保小接続プログラムの取り組みで、小学校教諭との話

し合いや指導要録での個々についての話し合いで小学

校との連携が取れていると思われる。 

 

 

４、具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結 果 理       由 

Ａ 

園内研修を多く行うことで、教師全員が話し合い、各自振り返り自己評価に取り組んでい

た。また、園外研修でも、保育技術を磨くことができた。 

ティーム保育を行うことで、偏りなく、子どもをみられた。 

環境においては安全を第一に考え、点検を行い施設整備に努力した。 

 

 ○結果（※）について   

A 十分達成されている 

B 達成されている 

C 
取り組まれているが、成果

が十分でない 

D 取組が不十分である 

 

 

５、今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取り組み方法 

指導計画の編成 更に一人一人が子どもの実態に即した、新たな指導計画の編成に積極的に取り組んで

いく。学期ごとに振り返り指導計画を見直す。 

研修 

(資質向上の取

り組み) 

保育研究の継続的実施と園内研修での更に課題を上げ、自己研鑽に取り組む。 

園外研修では、専門の講師から多くを学び、保育の質の向上を目指す。そして、保育

技術を磨く。 

 

情報公開の方法 保育参観、園だより、ホームページで情報を更に充実した内容にしていく。 
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学校評価シート（学校関係者評価） 

 

   上尾みどりが丘幼稚園 学校関係者評価委員会 

日時  令和５年３月２５日（土） 

１６：００～１７：００（時間） 

出席者 評価委員 中山理世 

    評価委員 佐藤桃 

 

１．自己評価で設定した目標・計画、評価項目の設定は適切であったか 

・評価項目の達成状況について、丁寧に振り返りが出来ていた。 

・自己評価について、自分の目標とするラインによって違ってくる。 

 

 

２．評価結果の内容は適切であったか 

・適切であった。 

 

 

 

 

３．今後取り組むべき課題は適切に設定されているか 

・クラスの子どもたちの個性も違っているため、取り組むべき課題を全ての教師が共通理解して、見直

す必要もあると思う。 

 

 

 

 

４．今後取り組むべき課題は適切に行われているか 

適切だと思われる。 

 

 

 

 


